
 
 
 
 
 
 
 

第 1341 回例会 16 年 1月 26 日(月) 
於 海南商工会議所 12:30～ 

 

１．開会点鐘     会長 田中丈士 
２．ロータリーソング 「我らの生業」 

３．お客様のご紹介   駒井則彦様 
４．ビジターの紹介   有田南ＲＣ 丸谷順正様 

５．出席報告  

会員総数 73 名 出席者数 50 名 出席免除会員 2名 

   出席率 67.61％ 前回修正出席率 77.46％ 

 

６．会長スピーチ    会長  田中丈士 

 今日は、21 日より大寒

に入りましてから寒さも

厳しいものが有ります。

体にはお気を付けいただ

きたいと思います。本日

は、ゲスト卓話に和歌山

医大の名誉教授で有りま

すと共に和歌山県教育委

員会委員長でも有ります。

和歌山東ロータリークラ

ブのメンバーでいらっしゃいます駒井則彦様をお迎

え致しております。御多忙の所有難う御座います。 
 本日 26 日は文化財防火デーでも有ります。1 月 24
日にはクラブ奉仕委員会会議に中村雅行さん御苦労

様でした。又、昨年 10 月に友好訪問を致しました台

湾の彰化東南ロータリークラブより 1 月 21 日メール

で年賀状をいただいております。懐かしいと共に当ク

ラブより年賀状を出しておりませんので恥ずかしい

限りです。 
 情報委員会よりＩＤＭのついて配布させていただ

いております各組のリーダーの方は 2 月二十日迄に

実施していただきます様お願い致します。この後、駒

井先生に「脳を鍛える」と題してお話をしていただき

ます。御静聴をお願い致します。 
 2005 年、6 年後の国際ロータリーの会長にはスウ

ェーデンのイエーテボリーロータリークラブのカー

ル・ウィルヘルムステンハンマーさんに決定致しまし

た。現在は国際ロータリー会長ノミニーで有ります。

ビジターの丸谷様ご苦労様です。 

 
７．幹事報告 
○メーキャップ 
 和歌山西ＲＣ  花畑重靖君、中村雅行君 
○例会臨時変更のお知らせ 
 打田ＲＣ  2 月 12 日(木)→2 月 11 日(水・祝) 

午後 6：00～ ピエ・モンタ・ニュ 
○米山奨学会感謝状贈呈 
  小椋孝一君、山畑弥生君、瀬藤友子君 
 
８．委員会報告 
○情報委員会   
今回は夫婦同伴のＩＤＭです。古い会員と新しい会 
員を混ぜています。楽しいＩＤＭとして下さい。 

○社会奉仕委員会 
 和歌山県の環境政策局から地球温暖化対策の啓発 
番組のお知らせが来ています。テレビ和歌山で平成

16 年 2 月 12 日(木)午後 7：30 からです。 
 
６．ゲスト卓話  駒井 則彦様 
「脳を鍛える」 
 子供の脳は 4～5 歳で大人の約 90％の重さになる。 

  その後、神経細胞の数はあまり増えず、成長と共に神

経回路が発達してくる。頭を使うほどこのネットワー

クが発達し頭がよくなる。

子供は同じ数と仕組みの

脳細胞を持って生まれて

くる。その後の学習、教育、

環境などの差で子供に才

能の差ができてくる。才能

とはどういう環境に置か

れたかであって、生まれ持

った素質は 10％も影響し

ていない。子供の 3 歳頃ま

では右脳が発達する時期であり、置かれた環境の中で、

様々なことを吸収して考える土台が出来る。この時期

に躾けや善悪の規範、命の尊さ、規則を守るなど社会

生活に必要な基礎を徹底的に教える事が必要である。

3～6 歳ではこの土台を基に知能が育ってくる。幼児

教育が重要な理由である。20 歳ころに脳が完成する。

左脳は言語、書字、計算、理論などじっくり分析する

デジタル型、右脳は空間認識で図形、音楽、直感、印
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象など素早く全体を把握するアナログ型である。創造

力、意欲などは右脳の機能である。感情や記憶、行動

などのコントロール、高度な精神活動などを行ってい

るのが前頭葉の先端の前頭前野である。思考、記憶、

意思決定、コミュニケーションなどの働きもここにあ

る。人間形成にはここを鍛えることが大切である。本

を音読する、字を書く、簡単な計算をするなどで前頭

前野を含む広範囲の脳が活動することが分かった。ひ

らがなやカタカナの読み取りでは、おもに左脳が働い

ているが、漢字混じりの文の読み書きでは両方の脳が

活性化する。会話や読書、笑いや感動、何にでも興味

を示す、好奇心を失わない、適当な運動などが脳の若

さを保つ秘訣である。 
 
７．次回例会  

平成 16 年２月２日（月） 
18：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 
 

８．閉会点鐘 

 

＊＊＊ ニコニコ・ＢＯＸ ＊＊＊ 
吉田昌生君  駒井先生、卓話ご苦労さまです。 

  皆様のお陰で神社参道のバリアフリ

ー化が出来、本日心身に障害を持つ男

性と女性の成人式を車イスに乗った

まま、挙行することが出来ました。 
辻 秀輝君  久し振りに駒井先生にお会いし、懐か

しい思いでした。 
前窪紀文君  ハワイでゴルフ楽しんで来ました。 
中村雅行君  駒井先生、本日はお忙しい中ありがと

うございました。 
田中丈士君  駒井先生、本日は卓話ありがとうござ

いました。 
宮田貞三君  駒井先生、本日は卓話ありがとうござ

いました。 
瀬藤友子君  駒井先生、本日は卓話ありがとうござ

いました。 
 
 
 
 
 

Ｒ Ｉ 会長のメッセージ ジョナサン B.マジィアベ 

 

今月、私は、ブラジル北東平原のカウボーイ、バケ

ロウ(Vaquero)たちが自慢するような帽子をかぶって

います。ブラジルは広大で、バケロウのように土地を

踏破することは、大変な仕事です。長い間、優れた技

術と勇敢さで知られてきた、このたくましい牧夫たち

(cattle-herders)は、その気質と伝統によって豊かな

文化を築いてきました。 

 

○ロータリーの知識を深めてください。 

ロータリアンもまた、偉業と発展で際立たされた誇

り高き歴史をもっています。実際、ロータリーの歴史

は深遠で、大きく成長を遂げたので、ほとんどのロー

タリアンはロータリーの主な画期的な出来事の名称

を挙げることができ、その基本的な活動を理解するこ

とができます。しかし、ロータリーが提供する多くの

プログラムと機会の意味と経緯を、完全に知る人は少

ないでしょう。幸い、１月はロータリー理解推進月間

ですから、国際ロータリー(RI)とロータリー財団の知

識を新たにし、深める絶好のときです。 

 

○学ぶことは残されています 

ロータリアンとして、私たちは、120 万人を超える、

奉仕の精神にあふれた同僚とのネットワークを活用

することができます。また、親睦や倫理的行動を促し、

世界の平和と理解を進め、人道的奉仕を提供する、練

り上げられたプログラムに取り組むことができます。 

 参加できる多くの活動と選択肢があるので、すべて

のことを学ぶことは大変な仕事です。しかし、たくさ

んの出版物や教育的会合がありますし、そしてもちろ

ん、同僚ロータリアンが、ロータリーの経験の特質に

ついて学ぶ手助けをしてくれます。たとえあなたがす

べてを学んでしまったと思ったとしても、RI やロー

タリー財団について知ることは残されており、新たな

発見に驚くことでしよう。 

 

○ロータリーの理解を将来まで広げてください 

ロータリーについての理解は、その歴史だけにとど

まることなく、私たちの未来についても同様のことが

言えます。もしロータリークラブが新会員を引きつけ

たいと思うならば、熟練ロータリアンは、その知識を

分かち合う準備をしなければなりません。会員候補者

がロータリークラブに入会したときは、奉仕の機会に

ついて、また彼らが利用できる財源といった、すべて

を知りたいと思うことでしょう。そして、私たちが、

新会員を迎えるときはいっでも、歩んだ伝統と分かち

合える豊かな遺産があります。 

 かつて、リチャード・エバンス元 RI 会長が言いま

した。「人間は一つの偉大なる真実であり、人間は偉

大なるものを作り出し、---人間は偉大なる発見をし

ます。しかし、死んでしまうと、誰の役にも立ちませ

ん。なぜなら何も分かち合うことができないからで

す」 

 

○ロータリーを学ぶ時聞は未来への投資 

ロータリーを学ぶために費やされた時間は、未来へ

の投資です。ロータリーに精通している会員は、その

知識でほかのロータリアンを啓発し、会員になること

の意味を伝えることによって、ロータリアンでない人

をつなぐことができます。 

 私は、今月、ロータリーについてさらに学ぶことを

皆さんにお願いします。私たちがロータリーの歴史と

その奉仕の伝統を心から理解したとき、新会員を迎え

ることに、そして地域社会で、世界中で手を貸すこと

に、確かな備えをすることができるのです。 
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